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には極めて普通で，花は七月中旬ごろから開きはじめる，. 

〇オウクグは九翊まて南下している（外 山 三郞) ,， 

■_ 北方宗の海涛濕性植物であるォウクク’ Car ex rugulosa Kuekenth. は北海道から 
南下して出雲まで奪することが知られていたが，昭和打年 S 月，私はこれを長崎から 
…西南に突出する野母半島の中部に’位する西彼拧郡川原村の大池のほとりで，フサスゲや，. 

カサスゲなどと多數群生する本種をみつけた，目下のところ九州唯一の產地でかつ本品 ， 

の南限であろう。！：： " . 

〇イ.ヨトンボは九州にも态る（外山三郞） ： r. 

'イヨ トソボ .Peristulus iyoensis Ohwi .は大井博士が初め四國產のものを■原品とし .' _ 
て記載された稀品であるが，その後ま.だ九働 i 產する記錄をみない。ところが昭和21年 ， 

9月私はこれ耷長崎甫外喜々津村で採集することが出来た，產难は大村顧こ近い山足に 
...■ある水田附近の草地である 9 : . / 

〇寺崎留吉先生略傳（松崎直枝）..…. / 

私が廣島に產 ix た明治廿二年に寺崎サンは碹物園に勤めて居られた，：其時は 中 井博士 ' 

の父上掘誠太郞氏が居られた，寺崎サンと中井先生と私は此ん.な關係もあるので植物園. 
.出身の私の先輩たる寺崎ナソを失つた今其略傳を私が背負ふのも或は後進の私として當 
趣かも知れない， : . ' 

あの日本で最も誇り得る圖譜の著者，酿合から昭和年間の.一種の名物男であつた入は 
明治四年に大阪北區老松町に達れ，衣笠小學校在學中も朝顏の寫生を初めて居り，チン " - 
ダリァ（ハルシ■ヤギ•ク .p 種名チンクト y ア.の轉）>タナセタム等を栽植たケし，大阪中.' 

學では論語，植物擧はグレイ，地理はスキントン等を學び，明治二十二年二月六日に小 
石川植物園り勤務二十主年，理科大學簡易科卒業し杉浦塾に人りて更らに專科生を終‘了 
'後, 其全生涯を杉浦重岡！!先生の日本中學に—貫し其©採集の翔めは植物園より 志村に.' 
至り L を筆頭にレて' 北は千島友樺太，南は臺灣，東は小笠原更ら亡滿鮮及南支は香港に. 

. 及び到所寫し來る所四千種は日本植物圖譜となりて昭和八年は十三年に續編を以て世 f こ 
' '問ふに至り，流石に小學時代'よりの彩管は其自然科學の智識と相侯ち相助けて世界的名い ' 
著とはなりしものの外，其©動物學的硏查の如き特に蟹の所說の如きは堂々たるものに. 

. して遠く餘人に及ぶ可らざるものありと聞く。身は一介の私立中學の敎師〖こ終止して不 
..朽の名著を自ら寫生し自ら記述し老を忘れて更らに續々篇も殆ど板木に成りて.校正の二 。 

千圖となりて完成せず P 小石川植物園近く陋屋に爆彈の音を聞き乍ら永眠せられ乙事借. 
しみても餘りある'事にして，教育界は木杯を或は銀牌を贈られて褒賞せしも故なしとし 
— . ないが，氏の殘せる植物學馬の圖說の足蹟の如きも氏©右に出づる者あらざる可く，遠 

がらず氏の膜晖老齡を忘れて寸陰を惜しみて努力を續けられし續篇も:刊行の運びに至る_ . 
坷くメ氏生前の約もあり不肖校正にあたる豫定なり。尙藏書は松原敎授(現校長)の厚意に、 

J : り全部を岡崎高等師範學校の所藏に屬せしめた.り。 
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